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ある。すでに 1学年の内容については木下・門田 [7]で考えたので, ここでは 2, 3学年の内容を考
察する。
この領域では様々な現象を直接扱う方法が主題となっていて, 他の領域の数学とは異なる要素を
含んでいる。教材の選択, 考え方や感じ方の違い, 言葉による表現の仕方, 面倒な計算など, 授業を
展開する上で多様な配慮や注意が必要となる。同時に, 教科書等の周辺にある興味深い問題を紹
介することによって, この領域のもつ独特な魅力を感じてもらうことも意図している。



















































































































































(1) 赤球が 7個と白球が 3個の場合
(2) 赤球が 700個と白球が 300個の場合


















1000回投げて 1 あるいは 2の目が出た回数を記録
し, 次の表 2.2を作った。
　表 2.2　　　　　　　　　
投げた回数 50 100 150 200 300
1, 2が出た回数 12 38 56 73 107
1, 2が出た割合 0.24 0.38 0.373 0.365 0.357
　
400 500 600 700 800 900 1000
149 179 206 235 270 302 333
0.373 0.343 0.338 0.336
(1) 表の空欄に割合を計算して書き入れなさい。
(2) 次の図は表 2.2に 0, 10, 20, 40回目の結果を
加えてグラフに表したものです。この表の結果
から











例 2.1と例 2.3において, ある出き事が起こる確
率を pとすると次の式が成り立つ。
(P1) 一般に 0 <= p <= 1 であり,
(P2) 必ずその出き事が起こるとき p = 1
(P3) その出き事が決して起きないとき p = 0
問 2.1. 次の出き事が起こる確率を求めなさい。
(1) さいころを投げるとき 1から 6までの目が
出る確率
(2) さいころを投げるとき 7の目が出る確率


















それぞれの結果が起こる確率はすべて p = 1
n
に等しい。
また, ある出き事 Aが a個の結果からできて




(P2)により p = 1である。いま, 2つの異なる結果
が起こる確率をそれぞれ p, q とすれば, 同様に確か
らしいから p = qである。このことから, n通りの
結果はすべて等しくなるから, どの結果が起こる確
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下記の性質 (P4), (P5), (P6)を導こうとすれば,
次の議論が必要となる。(P5)は確率の加法性とよ
ばれる。
2つの出き事 Aと B について, 一方が起これば
他方は起こらないとき Aと Bは同時には起こらな
いという。
問 2.3. 次の 2つの出き事 Aと B は同時に起
こるか, 同時には起こらないか。
(1) さいころを投げるとき偶数の目が出る出き
事を A, 奇数の目が出る出き事を Bとする。
(2) さいころを 2回投げるとき 1回目に 1の目
が出る出き事を A, 2回の目の合計が 7となる
出き事を Bとする。





Aは a通り, Bは b通りあるとする。Aの起こる確
率は p = a
n















= p+ q (2.1)
となる。出き事 A, Bが同時には起こらないとする
と, A, B 両方で重複して数えられた結果はないの
で, （2.1)で等号が成り立つ。以上をまとめると次
の公式が導かれる。
(P4) 一般に 0 <= r <= p+ q が成り立つ。
(P5) A と Bが同時には起こらないとき
r = p+ q <= 1
が成り立つ。
(P5)で Aがおこらない出き事を Bとすると r =
1となるので次の (P6)が成り立つ。











問 2.4. (1) 硬貨を 2回投げるとき表が 1回以
上出る確率を求めなさい。
(2) 袋の中に赤球が 3個, 白球が 4個, 黒球が
2個あるとき, 1個を取り出したときに赤球で
はない確率を求めなさい。
(3) 2つのさいころを投げるとき, 目の和が 3と
なる確率と 4となる確率を求めなさい。
問 2.5. ある町で A 新聞を購読しているの世帯





[注意 2.2] [注意 2.1]の (1)で結果が {x1, x2, · · · ,
xn}と列挙され,これらが同様に確からしいとする。
さらに, {xm+1, xm+2, · · · , xn}が起こらなかったと
いう条件があれば, {x1, x2, · · · , xm} は同様に確か
らしく, それらが起こる確率の和は 1である。これ
より, それぞれが起こる確率は p = 1
m
となる。(次
の例題 2.4, 問 2.6参照。)







x1 = (表, 表), x2 = (表, 裏),
x3 = (裏, 表), x4 = (裏, 裏)




とすると B = {x1, x2, x3} となり, これらは同様
に確からしいから求める確率は p = 1
3
となる。
例 2.4 とよく似た次の問題がある。(西川 [9] 参
照。)

























考え方 (i) 3枚のカードを図示すると次の図 2.4
のようになる。各面に 1から 6までの番号を振り,



















問 2.7. カプセルの中に赤と白のビー球を 2つ
づつ入れて振る。ふたを開けて見るとビー球は下図










































解 (1) 例 2.6の (2)と全く同じように考えるこ
とにより 15通りである。
(2) 班長の決め方は 6通りある。副班長の決め方
は, 残った 5人の中から決めるので 6 × 5 = 30 通
りの決め方がある。
例 2.7で 3人を選ぶ場合には表 2.6が使えないか
ら急に難しくなる。





解 (1) 例 2.7の (1)と同じようにはできない。6
人の中から勝手に 1人を取り除いて考える。この 1
人を Aとよぼう。A以外の 5人から 2人の代表者
を決めと例 2.7(1)と同様に考えると 10通りの決め
方がある。これに Aを加えて, Aを含む 3人の代表
者が 10通り決まる。
Aを除く 5人から 3人の代表者を選ぶことは, 5
人を 3人と 2人に分けることだから, 5人から 2人
の代表者でない人を選ぶことと同じである。よって,
この場合も 10通りある。
以上より, Aを含む 3人の代表者は 10通り定ま
り, Aを除く 3人の代表者が 10通り定まるので, 全
体は 20通りの決め方がある。
(2) 例 2.7の (2)と同じように考えると 6 × 5 ×
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ものの並べ方は 3× 2× 1 = 6 通りだから求める選








例 2.9. 当たりとはずれが 2本ずつあるくじが




(2) B が当たりくじを 2本引く確率を求めな
さい。
(3) Aと Bが当たりくじを 1本ずつ引く確率
を求めなさい。
解 当たりくじを と表し, はずれくじを で

























4 · 3 · 2 · 1 = 24通りあることになる。
(1) Aが当たりくじを 2本引くのは, 1�の中に
2回現れる。(結果 (3)と (5)) 1� は図の中に 2回







(2) Bが当たりくじを 2本引くのは, 2�の中に
















例 2.10. さいころを 3回投げるとき目の和が
9になる確率と 10になる確率を求めなさい。
解 (1) 3回投げるとき目の出方は 6 · 6 · 6 = 216
通りある。1, 2回目の目の和を a, 3回目の目を b
とおく。目の和が 9になる場合を考えると次の表を
得る。(目の和が 10になる場合も考えて a = 9のと
きの欄 (∗)を表に加えた。)
表 2.8　　　　　　　　　　　　　　　　　
a 　　 aとなる 1, 2回目の結果 個数 b
3 (1, 2) (2, 1) 2 6
4 (1, 3) (2, 2) (3, 1) 3 5
5 (1, 4) (2, 3) (3, 2) (4, 1) 4 4
6 (1, 5) (2, 4) (3, 3) (4, 2) (5, 1) 5 3
7 (1, 6) (2, 5) (3, 4) (4, 3) (5, 2) (6, 1) 6 2
8 (2, 6) (3, 5) (4, 4) (5, 3) (6, 2) 5 1
9 (3, 6) (4, 5) (5, 4) (6, 3) 4 (∗)








目の和が 10になる確率を qとおくと, 表 2.8の


































1© あなたは, 最初に 1つの扉を選びますが, 中
を見ることはできません。
























問 1 「扉を変更しない」ときに, 乗用車の扉を選
ぶことのできる確率を求めなさい。

































Aは, 見かけが全く同じつぼを 2つと赤球 3個,
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を見ることはできません。
























問 1 「扉を変更しない」ときに, 乗用車の扉を選
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Aは, 見かけが全く同じつぼを 2つと赤球 3個,









































無作為抽出 : 母集団から標本を取り出すとき, かた
よりのないように取り出す方法







































































解 (1) 2つごとに区切って次の 2桁の数値を作る。
４１, ２３, １６, ４５, １３, ２２,
４６, ５３, ３１, ２２, ３２, ３４ (4.1)
表 4.1
表 4.20 1 2 3 4 5 6 7 8 9
0 / 104 90 97 101 110 101 103 107 111
10 95 112 99 90 95 83 84 107 91 94
20 94 87 94 95 97 102 106 89 99 114
30 96 105 93 96 86 90 101 88 96 100
40 99 90 95 90 94 106 104 97 90 92
50 96 105 102 83 107 103 102 96 98 86
60 100 90 106 95 96 96 99 98 104 97
70 101 93 96 93 95 93 91 98 86 105
80 94 104 91 104 87 101 107 95 93 110
90 102 94 104 92 98 102 105 99 102 98
100 96 101 94 102 110 89 98 85 95 102












(2) 1の桁に 6が来ればその 2桁の数を取り除く。
４１, ２３, ４５, １３, ２２,











(b) （4.2）の数は 16, 26, 36, 46, 56, 66 が取り除
かれて 30通りが可能となる。
(c) 例えば，（4.3）において 1がえられる（4.2）の
性質をもつ数は 11, 31, 51の 3通りだけであ
る。また, 6がえられる（4.2）の性質をもつ数
も 21, 41, 61の 3通りである。
同様に 2, 7, 3, 8, 4, 9, 5, 0 がえられる（4.2）
の性質をもつ数もそれぞれ 3通りとなる。
























3, 8, 19, 23, 39, 62, 67, 82, 108, 111 (4.4)
問 1 この 10この数を使ってみかんの標本を選び,平
均を求めなさい。
















33280 79581 15739 68019
43755 79783 51062
これに上記の (1)から (4)を適用して (4.4)を
導きなさい。
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33280 79581 15739 68019
43755 79783 51062
これに上記の (1)から (4)を適用して (4.4)を
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(平均) = 100− 2.3 = 97.7
第 1節 (4)で述べたように, まともに計算するのは
勧められない。
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The culture and science ministry published the
new course of study in 2008. They will put it into
practice in 2012 after some transitional measures.
They will set up a new ﬁeld “active use of data”
in mathematics in junior high school as one of the
important modiﬁcations.
This paper considers the purpose of the the new
ﬁeld and how to realize it in lessons. It is con-
cerned with the second and third grade contents
which are about probability and sampling survey
respectively, since our previous paper[7] has al-
ready studied the ﬁrst grade contents.
This paper points out that the ﬁeld “active use
of data” has rather diﬀerent characteristics from
the other mathematical ﬁelds, facing directly to
our daily life. Students may be embarrassed by the
diﬀerences, such as unfamiliar terminology, both-
ersome computing and vague deﬁnitions. Teachers
should be attentive and considerate to lead them.
It studies mathematical concepts, materials and
their applications which contribute to the classes.
In addition, it gives many examples and exercises
which are interesting and helpfull for students to
understand the subjects.
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